
2025年　(船橋G年度)  役員退任のご挨拶

会長退任挨拶（L香山浩久）

このたび、一年間の会長としての任期を無事に終えること

となりました。会員の皆様をはじめ、地区役員の皆様、

そして日頃よりクラブ活動をご支援くださったすべての皆様に、

心より御礼申し上げます。

　振り返りますと、この一年は私にとって大変充実した、

そして多くの学びを得ることができた一年でした。

会長という重責をお引き受けした当初は、その責任の大きさ

に身の引き締まる思いでいっぱいでした。しかし、歴代会長の

皆様が築き上げてこられた伝統と、経験豊かな役員の皆様、

そして何より会員の皆様の温かいご支援とご協力のおかげで、

今日まで務めを果たすことができました。

　ライオンズクラブは「We Serve」という理念のもと、

地域社会への奉仕活動を続けています。その活動は決して

一人で成し遂げられるものではなく、多くの仲間がそれそれの立場で力を尽くし、互いを尊重しながら

協力することで初めて実現します。この一年、さまざまな事業や例会、奉仕活動に参加する中で、改めて

クラブの結東カと会員の皆様の奉仕の精神に深く感銘を受けました。

　役員会で真摯な議論を重ね、多くの会員の皆様から貴重なご意見や励ましをいただき、

ひとつ課題を乗り越えてくることができました。皆様のご理解とご協力があったからこそ、クラブ

運営を円滑に進めることができたと心から感謝しております。

　また、奉仕活動を通じて地域の皆様との交流を深め、多くの笑顔に接する機会をいただきました。

活動の成果は数字だけでは測ることはできませんが、小さな積み重ねが地域への信頼につながり、

未来へと受け継がれていくことを実感いたしました。私たちの活動が、少しでも地域社会のお役に立っことが

できていれは、これ以上の喜びはありません。

　会長という立場は、クラブを率いる役目であると同時に、会員の皆様から多くを学ばせていただく

機会でもありました。それぞれの経験や知恵、奉仕への情熱に触れるたび、私自身も人として大きく

成長させていただいたと感じています。この貴重な経験は、私にとってかけがえのない財産と

なりました。

　もちろん、この一年の活動は私一人のカでは決して成し遂げることはできませんでした。

副会長をはじめとする役員の皆様、各委員会の委員長ならびに委員の皆様、そして陰になり日向になり

クラブを支えてくださったすべての会員の皆様のご尽力に、改めて深く敬意を表するとともに、

心から感謝申し上げます。

　結びに、この一年間、私を支え励ましてくださったすべての皆様に、改めて心から御礼申し上げます。

皆様との出会い、ご指導、ご厚情に深く感謝するとともに、今後ますますのご健勝とご活躍、そしてクラブの

さらなる発展を心よりご祈念申し上げ、退任のご挨拶といたします。

一年間、本当にありがとうございました。



幹事　L梅田　英司

幹事退任のご挨拶

　このたび、一年間務めさせていただきました幹事を無事に退任

することとなりました。任期中は、会長をはじめ、理事・役員の

皆様、そして会員の皆様から温かいご支援とご協力を賜り、

心より厚く御礼申し上げます。

幹事という役職は、例会や理事会の運営、各種事業の準備や

調整など、多くの責任を伴う役目です。その一つひとつの活動を

通じて、クラブ運営は決して一人で成り立つものではなく、

多くの会員の皆様がそれぞれの立場で支え合い、協力し合うことで

成り立っていることを改めて実感いたしました。また、

奉仕活動を通して地域社会に貢献することの意義や、ライオンズ

クラブの理念をより深く理解することができたことは、私にとって大きな学びとなりました。

　振り返れば、至らない点も多く、ご迷惑やご心配をおかけしたこともあったかと思います。

しかし、その都度いただいた温かい励ましやご助言、そして皆様のご協力のおかげで、一年間の責務を無事に

果たすことができました。この経験を通じて、人とのつながりや信頼の大切さを改めて感じるとともに、

私自身も人間として成長する貴重な機会をいただいたと感じております。

　今後は一会員として、この一年で学んだ経験を生かしながら、クラブのさらなる発展と地域社会への

奉仕に微力ながら力を尽くしてまいります。

　結びに、会員の皆様のご健勝とご多幸、そして当クラブが今後ますます発展されますことを心より

お祈り申し上げます。一年間、本当にありがとうございました。

会計　L山田貴雄

会計退任の挨拶

このたび、姫路中央ライオンズクラブ会計の任を終えることと

なりました。

在任中は皆さまのご協力と温かいご支援により、無事に務めを

果たすことができました。心より感謝申し上げます。

今後は一会員として引き続きクラブの発展に尽力してまいり

ますので、ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。



ライオン・テーマー　L神崎　政典

　姫路中央ライオンズクラブに入会してまだ歴の浅い私に「テーマ」というお役目

をお任せいただき最初は不安もありました。しかしこの一年間、諸先輩方

をはじめ多くの皆様から温かいアドバイスやご指導、ご協力をいただいたおかげで。

何とか無事に務めを終えることができました。心より感謝申し上げます。

　もともと人前で話すことはそれほど苦手ではありませんでしたが、この一年間　

毎回皆様の前で司会進行を務めさせていただいたことで、以前より

度胸もつき、自分自身が大きく成長できた一年だったと感じています。

　この貴重な経験は、私にとって大きな財産となりました。これからは、

この経験を生かし、ライオンズクラブの一会員として少しでもクラブに

貢献できるよう努めてまいります。一年間、本当にありがとうございました。

テールツイスター　L奥田　祐樹

このたび、姫路中央ライオンズクラブ　テール・ツイスターを

退任いたしました。

テール・ツイスタータイムでは皆様にゲームへの参加などご協力いただき、

ありがとうございました。

無事に務めを果たすことができ、ほっとしております。

今後は一会員として引き続きクラブの発展に尽力してまいりますので、

ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。

335-D地区　GET委員長退任のご挨拶

 本年度、ガバナーから「1リジョンで1クラブ結成、

2・3リジョンで1クラブ結成、4・5リジョンで1クラブ結成、

３つの新クラブ結成」という目標が示され、GET委員会の

委員長として新クラブ結成に取り組んでまいりました。

　その結果、4リジョンにおいて「但州ライオンズクラブ」、

2リジョンにおいて「加古川てる姫ライオンズクラブ」の結成

を実現することができました。そして、令和8年6月13日に

但州ライオンズクラブ、令和8年6月21日に加古川てる姫ライオンズクラブの認証状伝達式を迎えることと

なりました。地区内で新クラブが誕生するのは十数年ぶりの快挙であります。

　一方、1リジョンでは新クラブ結成に至らず、目標を達成することができませんでした。

委員長として力不足を痛感しております。

　しかしながら、本年度は2つの新クラブを結成することができ、地区の活性化と会員増強に大きく

寄与することができました。一年間、ご支援ご協力をいただきました関係各位に心より御礼申し上げ、

退任報告といたします。

335-D地区役員の退任のご挨拶



一般社団法人　日本ライオンズ　副理事長(専務理事)

廣田　晃一

　このたび、一般社団法人日本ライオンズ副理事長兼専務理事の任を

無事終えることとなりました。思い返せば第2副地区がバナーから

数えて５年の間、姫路中央LCの活動より優先して地区や複合地区

日本といった土俵でライオンズの職務に関わってまいりました。

　在任中は全国のライオンズの皆様をはじめ地区ガバナー・複合役員、

そして何より姫路中央LCの皆様からの温かいご支援とご協力を賜り

ましたこと、厚く御礼申し上げます。

　この５年間を振り返ってみますと、日本の社会環境が大きく変化

する中で（社）日本ライオンズが果たすべき役割がますます重要に

なっていることを実感しています。地域社会が抱える課題は多様化し、

奉仕活動も新たな発想と柔軟な対応が求められています。

そんな中、全国各地で展開されたライオンズの奉仕活動は、多くの人々に希望と勇気を届け、その存在価値を

改めて世界へ示すことができたものと確信しております。

　昨年度は社団の副理事長兼専務理事として、そして事務長の代役として１年の半分を東京で過ごし、出納業務から

理事会・総会や各国のおもてなしまで対応してまいりました。

　８複合地区のリーダーたちがそれぞれの地域で情熱を持って活動される姿にも数多く接することができ、

青少年育成、視覚支援、環境保全、災害支援、国際交流など、複合地区の実情に合わせた特色ある奉仕に多くの

学びと感動をいただきました。

　また、日本ライオンズの組織運営においても、将来を見据えた基盤づくりや情報発信の充実、ガバナンスの強化

など、様々な問題や課題に取り組む機会をいただきました。

　決して一人で成し遂げられるものではなく、多くのリーダーズとの協力があってこそ前へ進むことができた１年

であったと深く感謝しております。

　ライオンズは、「We Serve」の精神のもと、時代が変わり、クラブ運営が変わったとしても、人を思いやり、

社会に貢献するという使命は決して変わることはありません。

私自身も「奉仕の灯を次の世代へ確実に繋いでいくことが、課せられた責任である」と、この５年を経ての境地と

なりました。８月３日の（社）日本ライオンズ総会においての役職退任後はもう１年の間、会則委員と

公益財団法人日本ライオンズ理事としての職務が残りますが、東京や地方での滞在は激減すると思います。

今後は姫路中央LCの一会員として、これまで以上にクラブの活動に重きを置き、一方で日本ライオンズの

更なる発展にも尽力したいと考えております。

　結びに、これまでの姫路中央LCの皆様の温かいご厚情とご支援に改めて深謝申し上げますとともに、姫路中央LC

と一般社団法人日本ライオンズのますますの発展、そして全国のライオンズ会員のご活躍を心より祈念

申し上げ、退任のご挨拶とさせていただきます。誠にありがとうございました。

一般社団法人日本ライオンズ

副理事長/専務理事 廣田晃一

一般社団法人　日本ライオンズ　副理事長(専務理事)退任のご挨拶


